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2 0 2 4 - 2 5 年 度 国 際 ロ ー タ リ ー テ ー マ  

「 ロ ー タ リ ー の マ ジ ッ ク 」  

2 0 2 4 - 2 5 年 度 ク ラ ブ テ ー マ  

「 互 い に 親 し み ・ 広 げ よ う 交 流 と 親 睦 」  

 

週  報  第 ２ ７ ９ ２ 回  

２ ０ ２ ５ 年 ５ 月 ３ ０ 日  

              八 千 代 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ  C L U B  N O . 1 5 0 7 0  

今 回 例 会 行 事      テーマ：青少年交換プログラムを通しての成長 

担  当：青少年奉仕委員会  卓話者：青少年交換候補生 金杉旺汰君 

次 回 例 会       テーマ：引継ぎ委員会  

担 当：会長・幹事
 

♦ ♢ ♦ ♢ 第 ２ ７ ９ １ 例 会 ♢ ♦ ♢ ♦  
 

司 会  佐 々 木 俊 一  
 

「 我 等 の 生 業 」  「 春 の 小 川 」    斉 唱  
 

会 長 挨 拶     会 長  安 宅 照 男  
 
八 千 代 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ 恒 例 例 会 行 事

で 、 ５ 月 １ ５ 日 、 １ ６ 日 と 大 阪 ・ 関 西 万 博 親
睦 旅 行 に 行 っ て き ま し た 。 早 朝 に も か か わ
ら ず 会 員 ２ ６ 名 、 事 務 局 １ 名 、 計 ２ ７ 名 の 参
加 で し た 。 大 阪 ・ 関 西 万 博 、 な ん ば グ ラ ン
ド 花 月 、 Ｅ Ｘ Ｐ Ｏ ７ ０ 太 陽 の 塔 等 を 見 学 し て
き ま し た 。  

 
日 本 開 催 の 国 際 博 覧 会 は ２ ０ ０ ５ 年 の 愛

知 県 「 愛 ・ 地 球 博 （ 愛 知 万 博 ） 」 以 来 、 ２ ０
年 振 り と な り ま す 。 大 阪 で の 開 催 は ２ 回 目
で 、 １ ９ ７ ０ 年 （ 昭 和 ４ ５ 年 ） の 大 阪 万 博 以
来 、 ５ ５ 年 ぶ り と な り ま す 。 最 先 端 の 技 術 、
国 際 的 な 文 化 交 流 の 場 と し て の 魅 力 を 感
じ ま し た 。 各 国 の パ ビ リ オ ン で は 、 そ の 国
の 歴 史 や 未 来 へ の 取 り 組 み 、 人 と 人 の つ
な が り を 象 徴 す る 展 示 が 多 く あ り 、 未 来 に
向 け た 希 望 を 感 じ る 内 容 で し た 。  
 

日 本 な ら で は の お も て な し の 精 神 が 会
場 の 至 る と こ ろ に 見 ら れ 、 来 場 者 を 温 か く
迎 え 入 れ る 雰 囲 気 が 醸 し だ さ れ て い た と こ
ろ に も 、 誇 ら し さ を 感 じ ま し た 。  

 

次 に 訪 れ た の は 、 な ん ば グ ラ ン ド 花 月 で
す 。 吉 本 新 喜 劇 を は じ め と し た お 笑 い ラ イ
ブ は 、 テ レ ビ で 見 る の と は 違 い 、 目 の 前 で
繰 り 広 げ ら れ る 芸 人 さ ん た ち の や り と り に  
会 場 全 体 が 笑 い に 包 ま れ ま し た 。  
 

長 年 に わ た り 第 一 線 で 活 躍 さ れ て い る
桂 文 珍 さ ん の 舞 台 を 生 で 観 る の は 初 め て
で 、 円 熟 味 と ユ ー モ ア に 圧 倒 さ れ ま し た 。
特 に 印 象 的 だ っ た の は 、 言 葉 の 間 の と り 方
と 、 表 情 の 絶 妙 な 変 化 で 観 客 の 想 像 力 を
か き 立 て る 巧 さ 。 派 手 な 動 き が な く て も 、 話
の 世 界 に す っ と 引 き 込 ま れ て い く 感 覚 は 、
テ レ ビ で は 味 わ え な い 生 の 魅 力 で し た 。  
 

最 後 に 、 万 博 記 念 公 園 「 太 陽 の 塔 」 の 内
部 見 学 を し ま し た 。 太 陽 の 塔 は １ ９ ７ ０ 年 の
大 阪 万 博 の シ ン ボ ル と し て 、 芸 術 家 の 岡 本
太 郎 さ ん に よ っ て つ く ら れ た 高 さ ７ ０ メ ー ト
ル の 巨 大 な 塔 で 、 以 前 は 外 か ら 眺 め る だ
け し か で き ま せ ん で し た が 、 ２ ０ １ ８ 年 に 一
般 公 開 さ れ 、 内 部 を 見 学 で き る よ う に な っ
た そ う で す 。 塔 の 内 部 に は 、 「 生 命 の 樹 」 と
よ ば れ る 巨 大 な 造 形 。 数 種 類 の 生 き 物 の
模 型 が 枝 に 配 置 さ れ 、 生 命 の 進 化 の 歴 史
を 表 現 。 原 始 的 な 微 生 物 か ら 恐 竜 、 人 類
へ と つ な が る 展 示 に は 、 不 思 議 な 感 覚 を 味
わ わ せ て 頂 き ま し た 。  
 

又 、 塔 の 内 部 に は 過 去 、 現 在 、 未 来 を
表 す ３ つ の 顔 が あ る と さ れ て お り 、 そ の 思
想 も と て も 興 味 深 く 感 じ ま し た 。 芸 術 で あ り
な が ら 、 科 学 、 哲 学 、 歴 史 ま で も 含 ん だ こ
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の 空 間 は 、 こ ど も か ら 大 人 ま で 多 く の 人 に
何 か を 訴 え か け て く る よ う に 思 い ま す 。 太
陽 の 塔 は 、 単 な る モ ニ ュ メ ン ト で は な く 、 未
来 へ の メ ッ セ ー ジ が 込 め ら れ た 場 所 。 機 会
が あ れ ば 、 今 一 度 訪 れ て 、 感 動 を 共 有 し た
い と 思 い ま す 。  
 

幹 事 報 告       幹 事  寺 沢 一 三  
 
・ ６ 月 の 例 会 は 、 引 継 ぎ 委 員 会 、 委 員 会
活 動 報 告 等 が あ り ま す の で ご 準 備 の 程 、
よ ろ し く お 願 い 致 し ま す 。  
・ 次 年 度 の ロ ー タ リ ー 手 帳 が 届 き ま し た の
で 必 要 な 方 は 事 務 局 へ お 声 が け 下 さ い 。  
・ 米 山 記 念 館 か ら 寄 付 の お 願 い が 来 て お
り ま す 。  
 

委 員 会 報 告  
 
社 会 奉 仕 委 員 会  

次 年 度 委 員 長  佐 野 忠 信  
 
チ ャ リ テ ィ ゴ ル フ 開 催 の お 知 ら せ で す 。  

日 程 ： ９ / ３ ０ ( 火 )  

場 所 ： 中 山 カ ン ト リ ー ク ラ ブ  
 

お 祝 い  
 
結 婚 記 念 日 ： 宮 田 会 員  

 
結 婚 記 念 日 ： 先 﨑 会 員  

 

他 ク ラ ブ  ６ 月 例 会 日 変 更 の お 知 ら せ  
 
習 志 野 Ｒ Ｃ  ２ ５ 夜 間 移 動 例 会  
習 志 野 中 央 Ｒ Ｃ  ２ ６ 夜 間 移 動 例 会  
八 千 代 中 央 Ｒ Ｃ  １ ０ 休 会 ･ ２ ４ 夜 間 例 会  
佐 倉 中 央 Ｒ Ｃ  １ ８ ･ ２ ５ 休 会  
四 街 道 Ｒ Ｃ  ３ 休 会 ・ ２ ４ 夜 間 例 会  
 
例 会 行 事    

 
国 際 奉 仕 委 員 会    委 員 長  橋 本 幹 雄  
  

度 々 の 卓 話 と な り ま す 。 先 週 の 親 睦 旅
行 中 は 、 妻 の 誕 生 日 で し た の で 、 昨 日 は
妻 と 都 内 に 食 事 に 行 っ て き ま し た 。 渋 谷
の 忠 犬 ハ チ 公 の 所 は 、 外 国 人 の 方 ば か り
で し た が 、 思 い の 外 、 皆 さ ん 並 ん で 順 番
に 写 真 を 撮 っ て い ま し た 。  

今 日 は 、 お 手 元 に 資 料 を 配 り ま し た の
で 、 ご 覧 下 さ い 。  
 
テ ー マ ： 世 界 ３ 大 奉 仕 団 体 に つ い て  

卓 話 者 ： 橋 本 幹 雄 会 員  

  
最 初 に 、 奉 仕 の 本 来 の 意 味 は 、 利 益 を

目 的 と せ ず 国 家 や 社 会 や 他 人 の 為 に 私 心
を 捨 て て 尽 く す こ と で あ り 、 自 主 的 、 強 制
的 を 問 わ な い 活 動 一 般 と 言 わ れ て お り ま
す 。 人 間 は 、 不 思 議 な こ と に 他 人 を 助 け る
と き に 幸 福 感 を 得 る こ と が で き る よ う で す 。
何 故 な ら ば 、 「 誰 か の 力 に な れ た 」 こ と に よ
っ て 自 分 が 有 能 で あ る こ と を 再 認 識 で き る
か ら で あ り ま す 。  
 

そ こ で 本 日 は 、 国 際 的 に 奉 仕 団 体 と 認
知 さ れ る 代 表 的 な 三 つ の 組 織 に つ い て 比
較 検 討 し て み た い と 思 い ま す 。  
 

ロ ー タ リ ー ク ラ ブ 、 ラ イ オ ン ズ ク ラ ブ 、 キ
ワ ニ ス ク ラ ブ の ３ つ と な り ま す 。 ３ つ の ク ラ
ブ の 違 い を 説 明 し た い と 思 い ま す 。  

 
１ 番 古 い の が １ ９ ０ ５ 年 創 立 の ロ ー タ リ ー

ク ラ ブ 、 ２ 番 目 は １ ９ １ ５ 年 の キ ワ ニ ス ク ラ ブ
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で す 。 ラ イ オ ン ズ ク ラ ブ は １ ９ １ ７ 年 創 立 で
す が 、 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ か ら 派 生 し て 出 来
た ク ラ ブ で す の で 、 最 後 の 創 立 と い う 事 に
な り ま す 。  

 
【 基 本 的 な 理 念 】  
ロ ー タ リ ー ク ラ ブ ： I  S e r v e  わ た し は 奉 仕
す る 。 あ く ま で も 会 員 個 人 が 自 主 的 に 奉 仕
す る 事 が 原 点 。  
ラ イ オ ン ズ ク ラ ブ ： W e  S e r v e  我 々 は 奉 仕
す る 。 個 人 で は な く 団 体 の 力 で 奉 仕 す る 。  
キ ワ ニ ス ク ラ ブ ： Y o u n g  C h i l d r e n  
P r i o r i t y  O n e  ま ず 子 ど も を 第 一 に 考 え
よ う 。 子 ど も を 大 事 に す る と い う 事 か ら 始 ま
っ た ク ラ ブ 。  
 
【 会 員 構 成 】  
ロ ー タ リ ー ク ラ ブ ： 一 業 種 一 社 。  
ラ イ オ ン ズ ク ラ ブ ： 善 良 な 特 性 の 持 ち 主 で
地 域 社 会 で 声 望 を 得 て い る 成 人 。  
キ ワ ニ ス ク ラ ブ ： 企 業 経 営 者 や 会 社 員 、 公
務 員 、 主 婦 、 弁 護 士 、 医 師 、 大 学 教 授 と
様 々 な 職 種 の 人 々 が 参 加 。  
 
【 沿 革 】  
ロ ー タ リ ー ク ラ ブ ： ２ ０ ０ １ 年 の 定 款 及 び 細
則 の 改 定 に よ り 、 一 業 種 一 社 を 廃 止 、 人 数
５ 人 、 ま た は 割 合 １ ０ ％ に 変 更 。 例 会 出 席
規 定 も 緩 和 。 入 会 時 点 で 、 議 員 は 新 入 会
不 可 。 様 々 存 在 し た 「 た が 」 が 無 く な る 事
で 、 ラ イ オ ン ズ ク ラ ブ 、 キ ワ ニ ス ク ラ ブ と の
差 別 化 が 無 く な っ て く る の で は な い か 。  
 
【 女 性 会 員 】  
設 立 時 の 定 款 に は 「 男 性 会 員 」 の 記 述 が あ
り 、 女 性 の 入 会 は 認 め ら れ て い な か っ た
が 、 １ ９ ８ ９ 年 ２ 月 の 規 定 審 議 会 で 、 ロ ー タ
リ ア ン と し て の 資 格 を 備 え た 人 な ら 、 男 女
の 差 な く 入 会 が 可 能 と な り ま し た 。  
１ ９ ８ ７ 年 ２ 月 に ラ イ オ ン ズ ク ラ ブ 、 キ ワ ニ ス
ク ラ ブ は 女 性 会 員 入 会 が 認 め ら れ ま し た 。  
 

今 後 、 団 塊 世 代 の 会 員 が 居 な く な っ た
時 に は 、 若 い 世 代 の 会 員 の 方 が 方 向 を 決
め て 行 け ば よ い の で は な い で し ょ う か 。  
 
「 徒 然 な る ま ま に  

リ タ イ ア メ ン ト の 思 考 錯 誤 」 パ ー ト ２  
 
サ ラ リ ー マ ン 時 代 １ ３ 年 半 （ ２ ２ 歳 ～ ３ ６

歳 ） 、 独 立 自 営 を ３ ４ 年 半 （ ～ ７ ０ 歳 ） 、 リ タ
イ ア 生 活 ４ 年 （ ７ １ 歳 ～ ） を 経 験 し て 来 て つ
く づ く 考 え る に 、 私 と 言 う 人 間 は 自 分 の 思
い に 反 し て 、 既 存 の 組 織 の 中 で は な か な
か 中 心 的 存 在 に は な れ な い よ う だ 。  

私 の サ ラ リ ー マ ン 時 代 は 、 学 生 気 分 が 抜
け ず 「 正 論 を 吐 く こ と 」 と 「 上 に 噛 み つ く こ
と 」 を 混 同 し て い た 時 代 だ っ た よ う な 気 が し
て い る 。 私 は 後 輩 か ら 好 か れ る 男 で あ っ た
と 自 負 す る が 、 目 上 の 者 か ら は 疎 ま れ る 男
で も あ っ た よ う だ 。  

独 立 後 、 か な り の 年 月 が 経 っ た 頃 、 あ る
寿 司 屋 で サ ラ リ ー マ ン 時 代 の 上 司 と 酒 を 飲
み 交 わ す 機 会 が あ っ た 。 そ の 当 時 、 我 が 同
期 の 某 氏 が バ ブ ル 時 期 に 退 職 し 独 立 し た
が う ま く い か ず 、 復 職 し て い た 。 そ の 彼 は
そ の 後 退 職 復 職 を 繰 り 返 し 後 輩 の 顰 蹙 を
か っ て い た と 私 は 風 の 噂 で 聞 い て い た 。 そ
の 某 氏 の 復 職 に 尽 力 し た の が こ の 上 司 で
あ っ た 。  

そ こ で こ れ を 機 会 に こ の 元 上 司 に 聞 い て
み た 。  

「 先 輩 は 嘗 て 自 分 の 下 に い た 奴 だ と は
言 え 、 何 故 、 そ ん な に も 彼 の 肩 を 持 っ て 、
復 職 に 力 を 貸 し た ん で す か ？ 」 と 、  

「 橋 本 な ～ 、 す り 寄 っ て く る 奴 は 、 可 愛 い
ん だ よ 」 と 元 上 司 の 返 答 。  

こ の 時 初 め て 気 が 付 い た 。 彼 に あ っ て 私
に 無 か っ た も の を 。 「 人 間 万 事 可 愛 気 （ か
わ い げ ） 」 が 大 事 。 一 言 で 言 え ば 、 「 私 は 可
愛 気 の な い 奴 」 だ っ た の だ 。  

ど ん な に 頭 脳 明 晰 で も 努 力 家 で も 「 可 愛
気 」 の あ る 奴 に は ど う や っ て も 敵 わ な い 。 ト
ン マ で も 毒 を 吐 い て も 「 可 愛 気 」 が あ れ ば
い い 。 と 、 高 田 文 夫 も 言 っ て い る 。  

「 僕 ら が 商 売 を や っ て い て 、 理 屈 を そ の
ま ま 応 用 す る と 碌 な こ と は な い 。 か え っ て
逆 効 果 で あ る 。 人 間 と 言 う も の は 理 屈 を 自
分 で 言 う と き は 非 常 に 愉 快 で あ る け れ ど 、
相 手 か ら 同 じ 理 屈 を 聞 く の は 非 常 に 不 愉
快 で あ る 。 」 （ 出 光  佐 三 ） よ う に 、 私 の 欠
点 は 、 「 可 愛 げ の 無 さ 」 と 「 理 屈 営 業 」 で あ
っ た 。  

そ れ と も う 一 つ の 教 訓 が あ る 。  
「 橋 本 、 お 前 が 先 頭 に 立 っ て 新 規 の 営

業 所 の 成 績 を 上 げ て く れ な い と 営 業 所 の
存 続 は な い か ら な ！ 」  

こ の 言 葉 を 信 じ て 自 分 で 言 う の も は ば か
れ ま す が 、 自 分 な り に 頑 張 っ て ト ッ プ の 成
績 を 上 げ て い た 。 し か し 、 現 実 の 人 事 評 価
は 最 低 の ま ま で あ っ た 。  

ひ と は 仕 事 を 任 さ れ て い る と 自 分 が 信 用
さ れ て い る と 勘 違 い し が ち で あ る 。 だ が 、
単 に 利 用 さ れ て い る だ け の こ と と 言 う 冷 た
い 現 実 を 認 識 さ せ ら れ た 。  

こ の 先 出 世 の 見 込 み が な い と 宮 使 い の
身 に 見 切 り を つ け 、 独 立 し 不 動 産 業 を 開 業
し た 。  
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ど ん な に 気 に 食 わ な く て 嫌 な 奴 で も 、 い
る 者 は い る の が 現 実 で あ り 勝 手 に 排 除 な ど
出 来 な い 。 そ ん な 時 は 、 い く ら 飲 ん で も 酔
わ な い ヤ ケ 酒 に 「 嫌 な 風 も あ ろ う に  柳 か
な 」 と 気 を 紛 ら わ す し か な か っ た 。  

 
ま た 不 動 産 不 況 の 経 済 状 況 の 中 で 独 立

後 、 千 葉 県 で は ほ ん の ２ 、 ３ 年 間 の バ ブ ル
景 気 を 経 験 し 、 バ ブ ル が 崩 壊 し て 金 融 機
関 の 貸 し 剥 が し の 波 に 翻 弄 さ れ 、 同 業 の 知
り 合 い の 社 長 連 中 が １ ３ 人 も 排 気 ガ ス や 首
つ り 、 そ し て 、 焼 身 自 殺 に 追 い 込 ま れ 鬼 籍
に 追 い 込 ま れ た 。 そ し て 、 そ の 後 失 わ れ た
２ ０ 年 か ら ３ ０ 年 間 を 私 も 無 い 知 恵 を 振 り 絞
っ て 凌 い で き た 。  

 
独 立 時 代 を 一 言 で 言 う な ら ば 、 「 勝 つ た

め に 手 段 を 択 ば な い 。 」 も あ り 、 「 勝 つ た め
に 手 段 を 選 ぶ 。 」 も あ り と 直 面 す る 問 題 に
胃 が 痛 く な る 思 い で 思 考 を 重 ね て 、 「 自 分
の 生 き ざ ま で 、 他 人 様 （ ヒ ト ） を 黙 ら せ る 。 」
と 気 負 っ て い た 時 代 で も あ っ た 。 気 が す
る 。  

 
そ の バ ブ ル の 後 遺 症 か 、 ２ ０ 数 年 を 経 過

し た 頃 か ら か バ ブ ル を 凌 い で 来 た 社 長 た
ち が 本 物 の 癌 な ど を 発 症 し て 体 調 を 崩 し 、
鬼 籍 に 追 い や ら れ た 。 そ ん な 中 で 、 私 も 体
調 に 陰 り を 感 じ る よ う に な り ま し た 。  

 
私 が 会 社 を 自 主 閉 業 し た 最 大 の 原 因

は 、 懇 意 の 医 者 か ら 心 臓 の 雑 音 を 指 摘 さ
れ 精 密 検 査 の 結 果 、 ２ ０ １ ５ 年 １ ０ 月 に 心 臓
の 僧 帽 弁 及 び 三 尖 弁 の 閉 鎖 不 全 、 心 房 細
動 、 そ し て 心 臓 肥 大 の ４ か 所 の 同 時 手 術 を
受 け る は め と な っ た 。  

そ の ２ 年 半 後 の ２ ０ １ ８ 年 １ １ 月 に 、 心 臓
の 大 動 脈 弁 の 生 体 弁 の 交 換 手 術 を 再 度 受
け る に 至 っ た 。 こ の よ う な 身 体 的 状 態 で は
顧 客 に 対 す る 業 務 が 全 う 出 来 な い と 、 肉 体
的 限 界 を 感 じ た 純 粋 な る 健 康 上 の 理 由 で
あ っ た 。  

 
ロ ー タ リ ー の 会 員 に な っ て か ら 、 ２ ０ 年 物

の 痔 の 手 術 で 異 例 の 1 か 月 余 入 院 ５ 度 の

手 術 、 前 立 腺 癌 の 重 粒 子 施 術 で 入 院 、 そ
し て 前 述 の ２ 度 に 渡 る 心 臓 の 入 院 生 活 を
経 験 し 、 そ の 度 に 会 員 の 皆 様 に 見 舞 金 を
頂 き な が ら 期 待 に 反 し て 生 還 す る も の で す
か ら 、 付 い た 渾 名 （ あ だ な ） が 、 「 見 舞 金 詐
欺 師 」 と 呼 ば れ て お り ま す 。  

 
人 間 の 精 神 や 考 え 方 や 行 動 様 式 は 、 い

く ら 年 を 重 ね て も 進 化 な ど せ ず 、 そ の 根 本
は 何 ら 変 わ ら な い も の で あ る 。 俗 に 言 う 「 三
つ 子 の 魂 百 ま で 」 で あ り 、 実 に 保 守 的 な 生
き も の で あ る 。 私 の 場 合 は 、 高 校 時 代 か ら
精 神 的 な も の や 性 格 は 、 ほ と ん ど 進 歩 し て
い な い よ う で す 。  

 
我 が 人 生 で 経 験 上 得 た 教 訓 は  
「 来 て 見 れ ば 聞 く よ り 低 し 富 士 の 山  釈

迦 も 孔 子 も か く や あ る ら ん 」 （ 狂 歌 ） 何 事 も
誇 張 が 多 い も の だ か ら 、 実 地 に 見 る と が っ
か り す る こ と が よ く あ る 。 と 言 う こ と で あ る 。  

 
最 期 に リ タ イ ア メ ン ト 生 活 で 願 う こ と は 、  
「 天 意 夕 陽 （ ゆ う よ う ） を 重 ん じ 、  人 間  

晩 成 （ ば ん せ い ） を 貴 ぶ 」 （ 古 人 の 句 ） 若 い
時 に 欠 点 の あ っ た 人 で も 、 晩 年 が 美 し け れ
ば 、 そ の 人 の 価 値 が 上 が る も の で あ る 。  
 
～ ニ コ ニ コ B O X ～       ￥ 3 5 , 0 0 0 -  
 
☆ 改 め て 確 認 し ま し た 。  

２ ９ 年 経 っ て い ま し た 。  先 﨑  
☆ 結 婚 記 念 日 忘 れ て い ま し た 。  

６ ０ 年 に も な り ま す 。  宮 田  
☆ 橋 本 会 員 卓 話 よ ろ し く お 願 い 致 し ま す ☆  
安 宅 ・ 上 村 ・ 永 田 ・ 中 島 貞 好 ・ 鈴 木 健 治  
君 塚 ・ 佐 久 間 ・ 花 島 ・ 稲 山 ・ 江 頭 ・ 遠 藤  
山 﨑 ・ 宮 野 ・ 中 村 ・ 池 田 ・ 菊 川 ・ 朝 戸 ・ 山 浦  
☆ 親 睦 旅 行 あ り が と う ご ざ い ま し た 。  

上 代 ・ 中 島 仁 ・ 石 渡 ・ 植 村 ・ 伊 藤  
☆ 旅 行 お 疲 れ 様 で し た 。  飯 生  
☆ お 土 産 あ り が と う ご ざ い ま し た 。  小 村  
 
～ 友 愛 B O X ～          ￥ 1 , 0 0 0 -  
 
麗 澤 瑞 浪 そ ら ち ゃ ん ｺ ﾞ ﾙ ﾌ 優 勝 万 歳  佐 野  

 近 隣 ク ラ ブ 例 会 日  
火 曜 日  四 街 道 R . C  
火 曜 日  八 千 代 中 央 R . C  
水 曜 日  習 志 野 R . C  
水 曜 日  佐 倉 中 央 R . C  
木 曜 日  佐 倉 R . C  
木 曜 日  習 志 野 中 央 R . C  

  例 会 場  
四 街 道 ゴ ル フ 倶 楽 部  

ウ ィ シ ュ ト ン ホ テ ル ・ ユ ー カ リ  
習 志 野 商 工 会 議 所 会 館  
ｳｨｼｭﾄﾝﾎﾃﾙ･ﾕｰｶﾘ 最終ｵﾘﾍﾞｰﾄ夜間 

佐 倉 商 工 会 議 所  

習 志 野 商 工 会 議 所 会 館       ５ 月 の ロ ー タ リ ー レ ー ト １ ド ル ￥ １ ４ ２ -  

 会 員  
総 数  

出 席  
対 象 者  

出 席 者  ％  

５ / 2 3  ５ ５  ５ １  ４ １  8 0 . 3 9  

■クラブ広報委員会  委員 長 :  菊 川秀明  副委員長 :佐 久間勇治  
■欠席の際は必ず月曜日迄 に事 務局に連絡して下さい  
■例会日 :金曜日 1 2 : 3 0 ～ 1 3 : 3 0  
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